
おやこであそぼう
～　絵本と、わらべうたの時間　～

2018年 11月21日　

☆～　今月のうた　～☆

♫たきび

　　　かきねの　かきねの　まがりかど
　　　たきびだ　たきびだ　おちばたき
　　　「あたろうか」「あたろうよ」
　　　きたかぜ　ぴいぷう　ふいている

　　　さざんか　さざんか　さいたみち
　　　たきびだ　たきびだ　おちばたき
　　　あたろうか」「「あたろうよ」
　　　しもやけ　おててが　もうかゆい

　　　こがらし　こがらし　さむいみち
　　　たきびだ　たきびだ　おちばたき
　　　「あたろうか」「あたろうよ」
　　　そうだん　しながら　あるいてく

☆～　今月の絵本と紙芝居　～☆

（ 福音館書店 ）
＊ まる みつけた／ しかく みつけた／さんかく みつけた《作・絵：大塚いちお》

＊まるまる《作・絵：中辻悦子》
＊まる、しかく、さんかく《作・絵：ディック・ブルーナ》

＊ころころころ《作・絵：元永定正》
＊きょうのおやつは《作・絵：わたなべちなつ》

＊まる まる まんまる（ 講談社）作・絵：よねづゆうすけ
＊つかんでぱっくん（童心社）作・絵：わかやましずこ
＊まるまるだーれ？（童心社）作・絵：わかやましずこ

＊まるまる ころころ（童心社）作：徳田之久／絵：織茂恭子
＊あかちゃん（ブロンズ新社）文・絵：ツペラツペラ

＊しろくまちゃんのほっとけーき（こぐま社）作・絵：わかやまけん
＊このかたちなあに（ポプラ社）作・絵：はたこうしろう

＊まるいものな～んだ～紙芝居～（童心社）作・絵：とよたかずひこ　　　　　　　
＊ぞうさんきかんしゃ ぽっぽっぽっ～紙芝居～（童心社）作・絵：とよたかずひこ



☆～　秋の風景と美味しいもの　～☆
　今月の歌の「たきび」は、1941年にラジオ放送で流されましたが、
タイミング悪く、太平洋戦争に突入した時期だったため、放送が中止されました。
軍側から「焚き火が敵機の攻撃目標になる」「落ち葉は堆肥にしたり、
風呂炊きの燃料になる」等の理由でした。
戦後1949年にNHKラジオ番組「うたのおばさん」で歌われ、広まりました。
小学１年生の音楽の教科書に載ったのは、1952年です。
　今は、「焚き火」が制限されている区域があり、たきびの風景も少なくなりました。
　作詞は巽聖歌（たつみ　せいか）という岩手県出身の児童文学者です。鈴木三重吉さん創刊の
『赤い鳥』に感銘して、創作を始めました。巽さんが上高田に住んでいた頃、その近くにあった
「けやき屋敷」と呼ばれる家で、よく、たき火をしていた風景を描いたものです。上高田には、
今でも「垣根の垣根の曲がり角」のモデルになった垣根のお宅があり、「たきびのうた発祥の
地」の立て看板もあります。
　つい最近、たまたま観ていたテレビ番組で、この垣根が映り、そのお宅の方も出ていらっしゃ
いました。何年か前までは、毎年12月に、ご近所の子どもたちを集めて、落ち葉たきをして、焼
き芋会を行っていらしたそうです。今でも、昔ながらの立派な「垣根」を見る事ができます。
　ある化粧品会社が、２番の「しもやけおててがもうかゆい」の歌詞に注目して、子供用クリー
ムの宣伝に使いたいと、巽さんに依頼したところ、「教科書に載っている歌を、宣伝に使うのは
困ります」と断ったという話も残っているそうです。
　巽さんの詞やエピソード、発祥の地となったお宅の焚き火のお話に、身も心も温まります。
　巽さんは16歳頃から、日本基督教会に通い、20歳で洗礼を受けてクリスチャンになりました。
　お家で、オーブンやトースターで美味しい焼き芋を作って、ほくほくと食べて、あったかぁく
なってくださいね。

 お風呂でもあったまってね！
　♫どんぶかっか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♫おまけのきしゃぽっぽ

　　　どんぶかっか　すっかっか　　　　　　　　　　　　　　おまけの　おまけの
　　　あったまって　あがれ　　　　　　　　　　　　　　　　きしゃぽっぽ～
　　　かわらの　どじょうが　こがいを　うんで　　　　　　　ぽ～～っとなったら　　　
　　　あずきかまめか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あがりましょ
　　　つづらのこ　つづらのこ　　

次回は
2018年 12月19日（水)

　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリスト・ロア修道会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　℡０４２（４６５）８６２０


